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· 出席者は記録者が印を付ける。

＜全体連絡＞
・6月6日（土）9:30～10:30グループホーム青風荘で避難訓練があります。
・マスク滅菌庫が届いています。本日より試運転していく。

＜青陽館での新型コロナウィルス対応＞
①発熱症状（37.5℃以上）があり、電話で来所について相談の場合
　⇒・まずは内科かかりつけ医に相談し指示に従う。内科かかりつけ医がない場合は青南病院に相談し、指示に従う。4日以上解熱しない場合は八戸市保健所（帰国者・接触者相談センター：0178-43-9271・43-9184）に電話して、症状を伝え、対応方法について相談し、併せてデイケアを利用していることも伝え、受診する医療機関の指示を受ける。デイケアを利用してよいかも確認する。
　⇒相談結果について、再度連絡をするように伝える。受診した場合には、受診結果についても連絡するように伝える。
②来所後、発熱を確認した場合
　⇒すぐに帰れる場合には、浴室側の非常口を利用し帰宅していただく。帰宅後は、すぐにデイケアへ連絡をいただく。また、その際には再度症状を聴取し、体調確認を行う。
⇒交通事情などにより、すぐに帰れない場合には、浴室（脱衣所）に誘導し、時間まで待機してもらい、帰宅時は上記と同様の対応とする。
⇒本人が帰った後、すぐに本人が通った場所・使用した場所を消毒する。
⇒関係各部署・各機関に連絡を入れる。
＊不要・不急の外出、特に県外へは外出しない。
＊マスクの着用を徹底するように。マスクの在庫がない為通所利用者様分を作ることも検討中。

＜書類等の作成・及び点検について＞

『疾患別診療計画書・ラズミー・転倒評価の作成について』

・２人一組で担当制にする。互いの担当利用者様分の疾患別診療計画書の作成度、電子カルテへの登録が済んでいるか今後確認し期日に間に合わない場合はお互いで協力し期日を守って行う。ラズミー等の評価も同様
⇒グループ：久保・山田、蕨野・犹守、戸賀沢・藤田
・疾患別診療計画書のチェックが済みましたので、不備のある利用者様分は5月末までに書類の整備をするように。通所リハのフォルダーにあります。

・日誌と電子カルテの出席、電子カルテの記録(日報、医師評価)の突合等
　4月～6月日誌：デイケア：久保・鳥谷部　
　　　　　　　　　ショートケア：蕨野・犹守　＊日誌の誤字脱字も
　　　　　　　　　デイナイトケア：藤田・戸賀沢
　4月～6月電カル：各担当：2人ペアで確認　
＊日報、医師評価が入力済みか、個人名の記載有無
・通所の各種マニュアルの更新
＜利用者様情報＞

デイケア
・小田　タネ　様～先日、訪問看護師から妄想に左右された言動が多いと情報あり。表情は穏やかだが、自宅周囲の騒がしさについて確認すると表情しかめ、「何か外で仕事しているみたいで話し声がする。ラジオを付けるんだけど、止めろ。と言われる。」と返答している。しかし、気にしないようにとテレビをつけたりして過ごしているとの事。背部に湿疹あり、本人希望で持参した保湿クリームを塗布している。訪問看護の際にも塗ってもらってはどうか助言している。
・駒木　洋士　様～訪問看護師より情報提供あり。先週、外食した際に金銭が足りず店員さんに伝え、一度帰宅した後に支払いをした経緯があったとのんこと。トラブルには至っていない。また、新品の家電を購入したり、デイケアの友人に車で送り迎えしてもらったことを話している。来月も、デイケアでの友人と外出する予定があるとのことで、物品の購入や外出頻度も増えており、多弁さもみられ徐々に気分高揚している様子が見られているとのこと。本日、来所した際に声を掛けると一方的に話しかけることがあるが、自身で話を切り上げることは出来ている。眼光の鋭さは見られない。現在、着用している眼鏡が眼鏡屋で購入したものではなく度数が合わない、また友人と外出した際に新しい眼鏡を購入したいと発言する様子も見られる。また、昼食を忘れたとのことで対応するが、食事はとらず他利用者様とトランプゲームをして過ごしている。
・田村　義之　様～本日、本人様、妻様、娘様で見学実施している。当院通院中の幻覚妄想状態　78歳　男性。青陽館内の案内、説明に表情穏やかに「良い所ですね。」と感想を話している。畑仕事が趣味であるとの事で園芸療法に興味を示している。家族間で検討後に連絡頂く事としている。
デイナイトケア
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供あり。昨日帰荘後、体調について確認行うと「少し良い」との発言聞かれたとの事。昨日で排便-3日でシンラック15滴服用しているが今朝も排便は無く経過しており、デイナイトケア利用中の排泄状況等の観察依頼を受けている。本日のデイナイトケアでは13:00頃スタッフに排便があった事を伝え「スカッと出ました」と笑顔で聞かれる。各種プログラムには通常通り参加し昼食は概ね全量摂取している。
・古川　富蔵　様～青風荘より情報提供あり。帰荘後、本人より左足がだるいと訴えがあり、スタッフが確認すると左下肢に熱感と浮腫が観察されたとの事。また20時の検温で、39.1℃の発熱あり、カロナール2錠服用。22時での検温では39.3℃、0時では38.3℃となっている。左足の痛み、両肩の関節痛が聞かれているとの事。深夜3時の段階で38.2℃であり、再度カロナール2錠服用している。起床時には腰痛の訴えも聞かれ、自力での歩行が困難な状態であった。その後、5時、8時に検温を行い共に37.3℃で朝食時には自力歩行は行えていたとの事。左足下肢の浮腫や発赤は継続的に観察されており、本日は、皮膚科受診するとの事でデイナイトケアは欠席となる。13:00頃再度青風荘スタッフより情報提供あり。皮膚科受診し蜂窩織炎と診断があったとの事。内服薬処方となり次回受診は1週間後でデイナイトケアは連絡があるまで欠席となる。
ショートケア
・特記無し
